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1.調 査目的

鳥類標識調査の目的は足環によって鳥類 を個体識

別 し、再捕獲や観察によって渡 りや移動、寿命や繁

殖開始年齢などの生態を解明することにある。また、

観察では識別が困難な種や潜行性、夜行性のため観

察 しづ らい鳥種 を捕獲することも多 く、地域の鳥相

を把握するうえで役立つことが多い。こうした放鳥

や再捕獲の記録 は、鳥類 を保護 ・管理するうえでの

基礎資料 となる。

調査地としたえ りも町えりも岬は北海道中央 を縦

断する日高山脈の南端に位置し、太平洋に突 き出た

岬である。 また、この地域は標識鳥の回収記録の解

析(山階鳥類研究所1995)か ら、渡 り鳥の集結 ・通過

地 として注 目されている。

北海道の鳥相 は日高山脈の西側 と東側で異 なる

(藤巻2000)と されることからも、この地域の鳥相を

把握することは意義のあることである。今回は前回

に引 き続 き、えりも町本町に近い歌別コロップ川(4

2。00'N,143。10/E)で2004年 及 び2005年 に8

月か ら10月 にかけてかすみ網を用いた標識調査 を

行った。調査概略および結果 をそれぞれ報告する。

なお鳥類標識調査は環境省の許可(許 可番号第137

9号)を 受けて行った。

えりも町における小鳥類の秋の渡 り調査(2)

村 上 速 雄1)

ヨモギ ・イネ科草本 か らな る。 また、牧草 地の両側

2.え りも町歌別 コロップ川での調査

2.12004年 の調査

2.1.1調 査概 要

え りも町歌別 コロ ップ川は追分峠の西 に位置する。

標 識 調査 を2004年8月24日 か ら10月10日 まで の 間

に25日 間行 った。 コロ ップ川 の調査 地 は前 回行 っ

た2003年 と植 生 は変 わ らず牧草 地跡 で植生 は主 に

1)日 本 鳥類 標 識協 会 〒053 -0042北 海 道 苫 小 牧 市 三 光 町3-11-21

に南北 には しる広葉樹 の尾根 があ りその林縁 に樹 高

1.5mの ノ リウツギの群落が ある。

調査 には前 回 と同様 にノ リウツギの群落 を囲む よう

に30メ ッシュのかすみ網 を3枚 、36メ ッシュのかす

み網 を1～4枚 用い た。 また新 た にノ リウツギの群

落か ら離 れた林 の中に61メ ッシュのかすみ網 を0～

3枚 、草丈2mほ どの ヨモギの草地 の中に36メ ッシュ

の かすみ網 を0～1枚 用 い た。鳥 を誘 引す るた め に

テー プレコー ダー とポー タブル アンプス ピー カー を

組 み合わせ た もの2台 、 カース テ レオ と15Wス ピー

カー2台 を使 用 して8月 か ら10月 上旬 まで は夜 明 け

前 か らムシクイ類 、ノ ゴマ、クロツグ ミ、夜 明け後

か らアオ ジ、 ビ ンズ イな ど、10月 上旬 は夜 明 け前

か らノゴマ、 クロツグ ミ、 アカハ ラ、夜 明け後 か ら

アオジ、ビンズイ、 カシラダカなどの嘩 りを流 した。

2.1.2調 査結果

調査 の結果、32種2、016羽(新 放鳥2,005羽,再 捕獲

11羽)放 鳥 した。 日別 の放鳥数 を表1に 示 した。優

占種 は アオ ジで1,278羽 放鳥 し全体の63.4%を 占め、

10月13日 に渡 りの山を迎 えた。次 にノゴマで500羽

放 鳥 し24.8%を 占め た。 ノ ゴマについては途 中で リ

ングが不足 するな ど調査 中断期 間があったため、そ

の動 向 につ いてはは っき りいえないが9月24日 か ら

捕獲 され始め、10月10日 ごろに渡 りの 山を迎 え、1

0月15日 に捕 れな くなった。次 いで ビンズ イで39羽

(1.9%)、 クロツグ ミで39羽(1.9%)、 メボ ソムシクイ

で30羽(1.5%)で あ ったが 、捕 獲 数が少 なか った た

め渡 りの 山は不 明であ った。それ以外の種 は捕獲 数

が少 なか ったため動向が不明であ った。
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2.1.3回 巧又、鳥

回収記録 はノ ゴマ で1例 、 アオ ジで4例 が得 られ

た。 ノゴマ は10月6日 に北 海道音威子府 町で放鳥 さ

れた ものが10月13日 に回収 され た.7日 間で約300k

m移 動 した。 この地域 か らの回収 は初記録であった。

アオ ジの1例 は2002年10月5日 に根室 市で放 鳥 され

た ものが10月15日 に回収 された。2年0ケ 月8日 後 の

回収 で あ った。2例 目は2002年10月24日 宮 城県 仙

台市 で放鳥 され た ものが10月8日 に回収 された。1

年11ケ 月15日 後 の回収 であ った。3例 目は2003年9

月30日 に帯広 市 で放 鳥 された ものが10月12日 に回

収 され た。1年0ヶ 月12日 後 の回収 であ った.。 帯

広か らの回収 は初記録 であった。4例 目は2003年10

月4日 に根 室市 で放鳥 された ものが10月15日 に回収

され た。1年0ヶ 月10日 後の 回収で あった。

2.22005年 の調査

2.2.1調 査概略
＼ 、

2005年 は9月9日 か ら10月26日 までの間 に35日 間

行 った。調査 地の植生 は前 年 と変わ らなか った。

調査 には前 回 と同様 にノ リウツギの群 落 を囲む よう

に30メ ッシュのかすみ網 を3枚 、36メ ッシュのかす

み網 を1～4枚 用 いた。 また ノ リウツギの群落 か ら

離 れ た林 の 中 に61メ ッシ ュの かす み網 を0～2枚 、

草 丈2mほ どの ヨモギの草地 の中 に36メ ッシュのか

すみ網 を0～2枚 用 いた。鳥 を誘引す るため にため、

テー プ レコー ダー、MP3再 生機 をポ ー タブル ア ン

プス ピーカーに組 み合 わせ た もの2台 とカース テ レ

オ と15Wス ピーカー2台 を使 用 して9月 か ら10月 上

旬 までは夜明 け前か らノゴマ、 クロツグ ミを、夜 明

け後 か らシマ セ ンニュウ、 ビンズ イを、 日没後 はコ

ノハ ズ クの噂 りを流 した。10月 上 旬か ら10月 下旬

までは夜 明け前か らノゴマ、クロツグミ、 アカハ ラ、

夜明け後 からビンズ イ、カシラダカの嘩 りを流 した。

2.2.2調 査結果

調査の結果33種1,726羽(新 放 鳥1、717羽,再 捕獲i9

羽)放 鳥 した、 日別の放鳥数 は表2に 示 した。優 占種

はア オジで1、015羽(う ち再 捕獲7羽)を 放鳥 し、全

体 の58.8%を 占め、10月13日 か ら21日 に渡 りの 山

を示 し22日 以 降減少 した。次 にノ ゴマで308羽(う

ち再 捕獲1羽)(17.8%)放 鳥 したが 、今年 度 は渡 りの

山が見 られなか った。次 いで カシラ ダカで58羽(3.4

%)、 ベニマ シコで56羽(3.3%)、 ビンズ イで56羽(3,

3%)で あ ったが渡 りの山 は不 明で あ った。上記 以

外 の種 は捕獲数が少 なか ったため動向が不明で あっ

た。

2.2.3回 期又、鳥

回収記 録 はア オジで4例 が得 られ た。1例 は2002

年10月10日 に根 室市 で放鳥 され た ものが10月20日

に回収 された。3年0ヶ 月10日 後 の回収であ った。2

例 目は2005年5月13日 に標津 町で放 鳥 された ものが

10月20日 に回収 された。5ケ 月7日 間後 の回収 であっ

た。3例 目は2005年9月12日 に根室市 で放鳥 された

ものが10月22日 に回収 され た。40日 間で約240km

移 動 した。4例 目は2005年9月28日 に根 室市 で放 鳥

された ものが10月20日 に回収 された。22日 間で約2

40km移 動 した。

3.考 察

2年 間の本調査地 での回収 はアオジ8例 、 ノゴマ1

例 であ った。 アオ ジは8例 中5例 が根 室市、1例 が標

津 町で放 鳥 された個体 であ った。 これは道東 地方の

アオジの一部 がえ りも町付近 を通過 している ことを

示 している と考 え られた。 また新 たに帯広放鳥 の回

収 もあった ことか ら、 これ らの地域 のアオジの一部

はえ りも町を通過 している ことを示 している と考 え

られた。他 の種類 は捕獲数が少 なかったため動 向が

不明で あった。

注 目に値 す る放 鳥例 として コア カゲ ラ,マ キ ノセ

ンニュ ウ(図1)、 シ ロハ ラホオ ジロ(図2)が あげ られ

る。 コアカゲ ラは北海道で も局所的 に しか生息 して
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お らず(藤巻2000)、 またえ りも町では未確認情報が

あるものの(中岡,未発表)繁殖 しているかどうか不明

である。マキノセンニュウはえ りも町では記録がな

かった。以上2種 類が今回の調査 によってえりも町

で確認された。シロハラホオジロはユーラシア大陸

で繁殖 ・越冬するが北海道で も渡 りの時期 に多 くの

記録がある(藤巻2000)。 えりも町付近での確認は今

回初めてである。

過去2001年 か ら2005年 までの5年 間調査 したこ

とによりえ りも町で確実 に繁殖 している種類が6種

あげられた。繁殖 と考えた根拠 として、8月 から10

月の北海道では成鳥が換羽中、幼鳥が全身幼羽もし

くは体羽の一部が第1回 冬羽(1W)に 換羽中の個体 は

繁殖個体 と考えられるか らである。モズ(図3)、 ノ

ビタキ(図4)、 シジュウカラ(全身幼羽)、 ヒガラ(全

身幼羽)、 ホオアカ(図5)、 アオジ(換羽中の成鳥)以

上の羽毛の状態は繁殖地においてみ られる特徴であ

ると考えられたことから本調査地域で繁殖 したもの

と推察 された。 また本調査地にてホオジロを8月 か

ら9月上旬 にかけて観察 した。 えりも町では繁殖期

にホオジロのさえず りが確認 されている(石川,中岡

未発表)ため、繁殖の可能性があった。ベニマシ

コは調査期間中では8月 下旬か ら10月上旬は確認 さ

れず、10月 中旬以降 にしか確認で きなかったこと

と、え りも町での確認情報がないことから本調査地

付近での繁殖の可能性は低いと考えられた。

今後の課題 として種類 によって渡る時期が解明さ

れてきたので、調査方法を工夫 しさらに各種の渡 り

時期 を解明 してい く予定である。
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図1.マ キ ノセ ン ニ ュ ウ2005年10月2日 放 鳥 図2.シ ロハ ラ ホ オ ジ ロ2005年10月20日 放 鳥

図3.モ ズ 幼 羽2005年9月10日 放 鳥 図4.ノ ビ タ キ1Wに 換 羽 中2004年9月28日 放 鳥

図5.ホ オ ア カ 幼 羽2005年9月26日 放 鳥
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